
　
豊
島
区
が
目
指
す
新
た
な
地
域
再
生
の
方

向
と
し
て
、「
文
化
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

　
文
化
政
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
街
全
体
に

文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
と
環
境
が
広
が
り
、

魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
文
化
か
ら

生
ま
れ
る
豊
か
な
環
境
と
情
報
が
、
人
を
元

気
に
し
、
街
の
価
値
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
待
望
の
「
新
中
央
図

書
館
」
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。 

　
池
袋
副
都
心
の
中
心
で
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
の
隣
、
東
京
メ
ト
ロ
東
池
袋
駅
に
直
結
し
、

大
変
地
の
利
の
良
い
条
件
に
恵
ま
れ
、
区
民

の
皆
さ
ま
や
在
勤
在
学
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ

り
、
近
県
か
ら
も
大
勢
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
け
ま
す
。 

　
ま
た
、
公
共
図
書
館
と
し
て
は
、
５
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
千
代
田
図
書
館
に
次
い
で
、

平
日
夜
10
時
ま
で
の
開
館
、
月
２
回
だ
け
の

休
館
と
い
う
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
運

営
を
行
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
９
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
２
・
３
階

の
『
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
』（
舞
台
芸
術
交
流
セ

ン
タ
ー
）
と
一
体
と
な
っ
て
、
文
化
芸
術
の
創

造
と
情
報
発
信
の
拠
点
を
目
指
す
図
書
館
で

あ
り
、
こ
れ
は
他
の
図
書
館
に
見
ら
れ
な
い

当
館
の
最
大
の
特
徴
で
す
。
と
も
に
、
単
な

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
は
な
く
、
新
た
な

価
値
を
創
造
し
、
発
信
し
続
け
る
拠
点
と
な

る
よ
う
、
ソ
フ
ト
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
図
書
館
と
劇
場
の
結
合
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
書
物
や
芸
術
と
の
素
晴
ら
し

い
出
会
い
の
場
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て

い
ま
す
。 

　
区
内
の
他
の
地
域
図
書
館
と
と
も
に
、
末

永
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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図書館通信　創刊号 1

豊島区立中央図書館 

●所在地 
〒１７０－８４４２ 
豊島区東池袋４－５－２　ライズアリーナビル４・５階 
TEL ０３－３９８３－７８６１　FAX ０３－３９８３－９９０４ 

●交通アクセス 
東京メトロ有楽町線 
「東池袋駅」６・７出口より直結 
ＪＲ線・東京メトロ・東武東上線・西武池袋線 
「池袋駅」東口よりグリーン大通り直進徒歩８分 

●開館時間 
平日（月曜～金曜）　午前１０時～午後１０時 
土曜・日曜・祝日　 午前１０時～午後６時 

●休館日 
第２月曜日／第４金曜日 
年末・年始（１２月２８日～１月４日） 
特別整理期間 

豊島区 

施設のデータ／床面積3,065.47m2、蔵書収容数25万6千冊(オープン時資料 22万点)、閲覧席208席、自動貸出機5台、利用者用検索機12台 
 

新中央図書館は、レファレンスサービスの充実やＩＴ化による効率的な運営に加え、地域にゆかりの文化・芸術の紹介、 
劇場「あうるすぽっと」と連携した演劇や講演会に関する資料の展示など、地域の文化情報を発信していきます。 

図
書
館
通
信 

図書館通信 
と 　 し ょ 　 か ん 　 つ う 　 し ん 　  

5F

4F

2F～3F あうるすぽっと 
1F・B1F ライズアリーナビルエントランス

エレベーター エレベーター 

一般書、外国語図書、 
地域資料、新聞ほか 

閉架 
書庫 

エレベーター 
文庫・新書コーナー 

大型美術書 

エレベーター 
文庫・新書コーナー 

大型美術書 

点字図書館 

吹き抜け 

エントランス エントランス 

文化芸術コーナー 
落語・演劇・音楽・芸能関係書 

トキワ荘関係書・横山光輝著作 

メインカウンター 
資料の貸出・返却・予約 

リクエストの受付 

利用カードの発行 

レファレンスカウンター 
資料の相談・調べもの 

ビジネス支援コーナー 
ビジネス関連資料・雑誌 

ビジネスなんでも相談 
（毎週水・木曜日午後６時30分～９時30分） 

電子資料閲覧席 
有料データベースやＣＤ－ＲＯＭ

を閲覧できるパソコン設置席 

児童コーナー 
絵本・児童書 

おはなし会 
（毎週日曜日午後２時～） 

１０代のコーナー 
１０代向けの本・雑誌 

特別展示コーナー 
図書館主催の講演会や「あうるすぽ

っと」の上演に関係する資料の展示 

視聴覚コーナー 
ＤＶＤ・ＣＤ・ビデオ 

パソコン持込み席 
ご自分のパソコンでインタ

ーネットに接続できる席 

PC

PC

エントランス 

ビジネス支援コーナー 
児童コーナー 

特別展示コーナー 

文化芸術コーナー 



図書館通信　創刊号 ２００７年（平成１９年）７月１４日発行 

企画競争の時代 
粕谷一希 

2

豊島区図書館行政政策顧問 

粕谷　一希 
（かすや　かずき） 

昭和５年生。評論家。東京大学法学
部卒業。元『中央公論』編集長。
平成１５年（社）日経調図書館問題調
査プロジェクト委員長就任。著書に『戦
後思潮』『作家が死ぬと時代が変わる
－戦後日本と雑誌ジャーナリズム』など。
豊島区在住。 

ミュージカル「ハロルド&モード」に出
演のハロルド（三浦涼介 : 写真右）と
モード（大方斐紗子 :写真左）自殺ごっ
こを繰り返す青年と、老いてなお青春
真っ盛りの老婦人が繰り広げるユニーク
な恋の物語。 

『 あ う る す ぽ っ と 』 柿 落 と し 公 演 ご 案 内  

９月１０日　中央図書館と同じビル内に劇場『あうるすぽっと』がオープンします。 
『あうるすぽっと』では、演劇４演目を柿落とし公演として上演します。テーマは「愛」「人生」「家族」「死生観」・・・劇場を静かな感動で包みます。 

 
ミュージカル　「ハロルド＆モード」 
 
９月２０日（木）～９月３０日（日） 

出演　大方斐紗子　三浦涼介　旺なつき　杉村理加　立川三貴 

チケット　一般：５，５００円　区民割引：５，２００円 

チケット発売中 

 

駅・ターミナル 
 
１０月４日（木）～１０月１４日（日） 

出演　外山誠二　久世星佳　村上博　金子由之　林次樹　本田次布　岩下まき子　ほか 

チケット　一般：５，０００円　区民割引：４，７００円 

前売開始：７月２３日（月） 

 

海と日傘 
 
１０月３０日（火）～１１月１１日（日） 

出演　竹下景子　平田満　ほか 

チケット　一般：５，０００円　区民割引：４，７００円 

チケット発売中 

 

朱雀家の滅亡 
 
１２月４日（火）～１２月１６日（日） 

出演　佐久間良子　中嶋しゅう　窪塚俊介　森田彩華　金田龍之介 

チケット　一般：７，０００円　区民割引：６，５００円 

前売開始：９月１５日（土） 

 

上演についてのお問い合わせ 

あうるすぽっと　電話０３－５３９１－０７５１ 
あうるすぽっとホームページ 
http://www.owlspot.jp/

チケットお問い合わせ 
◇一般チケット 
ぷれいすチケットセンター　０３－５４６８－８１１３（１１：００～１８：００ 発売開始日以外は平日のみ） 
「駅・ターミナル」のみ　木山事務所　０３－５９５８－０８５５ 

◇区民割引・としま未来友の会割引 
としまみらいチケットセンター　０３－３５９０－５３２１ 
（豊島区民センター２階） 
※区民割引は窓口で証明書を提示してください。 

　「
こ
れ
か
ら
の
東
京
は
、
２３
区
の
企
画
競
争
の
時
代

に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
」 

と
語
っ
た
の
は
、
文
京
区
の
顧
問
で
も
あ
る
樺
山
紘

一
氏
で
あ
る
。
氏
は
西
洋
史
学
の
学
究
で
あ
る
と
同

時
に
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
の
文
京
区
民
、
花
田
清

輝
の
家
の
隣
家
に
住
ん
で
い
る
。 

　
９
月
１１
日
、
中
央
図
書
館
の
開
館
記
念
講
演
会
に

際
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。
小
沢
昭
一
氏
の
落
語
噺
と

合
わ
せ
て
、
開
館
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
と
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。
平
成
の
豊
島
が
江
戸
の
落
語
を
継
承
し
よ
う

と
す
る
の
も
楽
し
い
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
想
像
力
を

飛
翔
さ
せ
る
の
も
夢
が
ふ
く
ら
む
。 

　
東
京
は
大
き
す
ぎ
て
、
実
際
は
都
市
連
合
体
だ
。

地
域
の
基
礎
自
治
体
は
も
っ
と
細
や
か
に
濃
密
に
観

察
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
相
も
多
様
性
も
わ
か
ら
な

い
。
企
画
競
争
は
未
開
拓
の
話
題
や
課
題
を
わ
れ
わ

れ
に
突
き
つ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
編
集
と
い
う
仕
事

一
筋
で
や
っ
て
き
た
私
が
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
（
７７
歳
）

図
書
館
に
興
味
を
持
ち
出
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
簡

単
に
語
っ
て
お
き
た
い
。 

　
戦
後
の
私
の
学
生
時
代
は
、
昭
和
２０
年
代
の
書
物

の
欠
乏
時
代
、
飢
餓
に
襲
わ
れ
た
よ
う
に
、
書
物
を

探
し
求
め
、
買
い
求
め
た
。
中
央
公
論
社
に
入
社
し

て
以
降
は
、
出
版
の
好
況
期
で
高
度
成
長
の
波
に
乗

り
、
新
書
、
文
庫
、
全
集
と
ど
の
企
画
も
成
功
し
、

自
然
に
自
分
の
書
棚
も
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。 

　
し
か
し
、
週
刊
誌
時
代
、
テ
レ
ビ
時
代
の
到
来
で

な
が
い
構
造
不
況
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
一
部
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
を
除
き
、
よ
い
本
が
売
れ
な
く
な
っ
て
い
っ

た
。
あ
る
と
き
、
某
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
作
品
が
百

冊
購
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
話
題
と
な
っ
た
。
図

書
館
来
館
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、「
貸
本
屋
の
仕
事
で
は
な
い
の
か
？
」

と
い
う
疑
問
が
湧
い
た
。 

　
出
版
業
界
の
低
迷
と
図
書
館
の
在
り
方
に
は
、
な

ん
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
勘
が
、
そ
う
し
た
予
感
を
も
た

せ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
予
感
だ
け
で
は
仕
方
な
い
。

私
は
、
自
分
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
た
、
日
経

調
と
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
幹
部
に
頼
ん
で
、
図
書
館

の
共
同
研
究
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と
頼
み
こ
み
、

私
の
自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
私
は
親
し
く
し
て
い
る
編
集
者
と
大
学
図
書
館
に

勤
め
る
若
手
の
四
人
の
チ
ー
ム
で
、
一
年
に
わ
た
る
共

同
研
究
を
行
な
っ
た
。
国
会
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、

公
共
（
自
治
体
）
図
書
館
、
金
沢
文
庫
な
ど
、
い

ず
れ
も
全
員
で
現
場
を
訪
ね
、
担
当
者
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、
問
題
意
識
を
深
め
、
問
題
の
所
在
を
確
認

し
て
い
っ
た
。 

　
豊
島
区
長
の
高
野
之
夫
さ
ん
に
そ
の
共
同
研
究
の

報
告
書
を
手
渡
し
た
の
は
、
偶
然
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
偶
然
が
豊
島
区
の
図
書
館
と
の
関
わ
り
の
発
端

で
あ
る
。
高
野
さ
ん
は
、
も
と
古
本
屋
と
し
て
、
書

物
に
プ
ロ
と
し
て
関
わ
り
を
も
ち
、
文
化
創
造
都
市

宣
言
を
し
た
文
化
政
策
重
視
を
明
言
し
て
い
る
首
長

で
あ
る
。
こ
の
際
、
地
元
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
、

私
の
晩
年
の
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
書
物
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
は
な
く
、
書
物
へ
の
愛
情
を
育
む
場
所
で
あ

り
、
書
物
を
仲
介
と
し
て
、
図
書
館
員
も
来
館
者

も
化
学
反
応
を
起
し
、
真
の
読
書
人
に
な
る
場
所
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
読
書
人
は
故
郷
不
在
の
デ
ラ
シ

ネ
（
根
無
し
草
）
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
歴
史
と

地
理
へ
の
理
解
を
深
め
、
未
来
文
化
、
未
来
社
会
の

創
造
に
役
立
つ
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
で
な
く
て
は
な
る
ま

い
。 

　
日
本
は
本
来
、
多
神
教
、
八
百
万
の
神
々
の
国
で

あ
る
。
古
く
か
ら
、
儒
教
、
仏
教
、
道
教
な
ど
へ
の

熱
心
な
受
容
国
で
あ
り
、
近
世
、
近
代
に
は
キ
リ
ス

ト
教
に
対
し
て
も
曇
り
な
い
受
容
者
で
あ
り
、
日
本

的
な
古
典
文
化
の
受
容
と
継
承
を
通
し
て
創
造
力
を

発
揮
し
て
き
た
。
ま
た
近
代
化
の
た
め
の
政
治
革
命
、

産
業
革
命
に
よ
る
産
業
の
高
度
化
で
も
優
等
生
で
あ

り
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
。 

　
日
本
文
化
は
人
類
古
典
の
共
有
化
の
面
で
も
、
先

進
技
術
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
革
命
と
い
う
先
端
技
術
の
面

で
も
、
す
ぐ
れ
た
適
応
能
力
を
示
し
て
い
る
。
い
ま

や
、
地
域
が
世
界
に
直
接
つ
な
が
る
時
代
で
あ
り
、

地
域
が
国
家
の
在
り
方
を
リ
ー
ド
す
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
。
豊
島
区
と
い
う
二
十
六
万
人
の
自
治
体
の
中

に
、
二
十
一
世
紀
の
可
能
性
を
試
し
て
み
る
絶
好
の
舞

台
な
の
で
あ
る
。 

豊島区図書館行政政策顧問 
図書館における文化政策発信
の方策など図書館行政全般に
ついて、助言・指導をしてい
ただくため、豊島区図書館行
政政策顧問を設置しています。
粕谷氏は平成１８年１月より顧問
に就任されています。 
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〝
あ
の
人
〞
と
会
話
し
た
い 

伊
藤
　
榮
洪 

中
央
図
書
館
新
館
「
落
語
文
化
空
間
」 

発
足
に
ち
な
ん
で 

―
豊
島
区
と
落
語
文
化
― 

水
谷
　
千
尋 

記
録
の
知
・
記
憶
の
知
、 

そ
し
て
地
域
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
知 

―
或
い
は
、な
ぜ
今
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
な
の
か
― 

尾
　
　
眞
人 

3

　「
地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
は
、
今
回
は
雑
司
が
谷
霊

園
に
眠
る
人
た
ち
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
人
々
の
人
物
像
を
、

歴
史
と
業
績
を
背
景
に
し
て
立
体
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
。 

　
区
内
に
は
、
雑
司
が
谷
、
染
井
と
二
つ
の
都
立
霊
園
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
時
代
、
文
化
を
創
り
出
し
た
多
く
の
先
覚
が

眠
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
も
の
言
わ
ぬ
冷
た
い
墓
石
で
は
な
い
。

彼
ら
は
、
い
ま
も
雄
弁
に
自
ら
の
生
を
さ
ま
ざ
ま
に
語
り
か

け
て
い
る
の
だ
。
そ
の
言
葉
を
聞
き
取
り
た
い
。 

　
例
え
ば
成
島
柳
北
（
な
る
し
ま
　
り
ゅ
う
ほ
く
）。「
幕

府
侍
講
の
成
島
稼
堂
の
養
子
で
、『
柳
橋
新
誌
』
の
著
者
…
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
検
索
で
き
る
。

で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
柳
北
の
言
葉
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。 

　
柳
北
は
明
治
維
新
を
幕
臣
と
し
て
、「
破
れ
た
る
者
」
と

し
て
迎
え
る
。
彼
の
仕
え
た
十
五
代
将
軍
慶
喜
が
大
政
奉
還

を
し
た
の
は
、
彼
の
三
十
三
歳
の
と
き
。
彼
は
そ
の
時
点
で
、

自
ら
の
人
生
を
捨
て
、「
無
用
の
人
」
と
し
て
生
き
よ
う
と

覚
悟
す
る
。
新
政
府
の
招
き
を
拒
否
し
、「
朝
野
新
聞
」
を

興
し
、
投
獄
も
さ
れ
る
。
こ
の
「
無
用
の
人
」
の
生
き
方
を

追
慕
し
た
の
が
、
同
じ
霊
園
に
眠
る
永
井
荷
風
。
二
人
は
今

日
の
無
惨
を
大
い
に
嘆
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
二
人
に
交
わ

さ
れ
る
言
葉
は
、
二
人
の
著
作
の
中
に
拾
え
る
。
二
人
の
著

作
、
資
料
を
図
書
館
を
通
じ
て
活
用
す
る
。 

　
こ
の
「
無
用
の
人
」
は
、
福
沢
諭
吉
の
言
う
「
や
せ
が
ま

ん
」
の
人
た
ち
だ
ろ
う
。
そ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
人
た
ち
と

し
て
開
明
派
の
岩
瀬
忠
震
、
小
栗
忠
順
ら
を
並
べ
る
こ
と
も

で
き
る
し
、
霊
園
以
外
だ
が
、「
蛮
社
の
獄
」
事
件
に
も
さ

か
の
ぼ
れ
る
だ
ろ
う
。
蛮
社
の
獄
は
、
巣
鴨
で
、
渡
辺
崋
山

を
中
心
に
し
た
尚
歯
会
の
事
件
で
あ
る
。 

　
ま
た
、「
無
用
の
人
」
の
流
れ
で
、
武
林
夢
想
庵
の
「
成

さ
ざ
る
は
食
は
ず
と
い
ふ
か
あ
な
か
し
こ 

何
を
成
し
て
か
武

林
く
ら
へ
る
」
と
哄
笑
す
る
声
も
聞
こ
え
る
し
、
サ
ト
ウ
・

ハ
チ
ロ
ー
の
生
を
そ
こ
に
重
ね
る
こ
と
も
で
き
る
。 

　
漱
石
、
抱
月
…
会
話
し
た
い
人
ば
か
り
だ
が
、
あ
な
た
に

と
っ
て
会
話
し
た
い
人
は
だ
れ
で
す
か
。 

豊島区図書館専門研究員 

伊藤　榮洪（いとう　えいこう） 
昭和７年生。早稲田大学文学部卒業。公立中高教員、私立大学講
師を経て、現在は私立高校教員。著書・共著に『豊島区史跡散歩』
『豊島区風土記』『東京都風土記』『愛とロマンの世界』など多数。 

豊島区図書館専門研究員 

尾　　眞人 
（おざき　しんじん） 
昭和２７年生。早稲田大学大学院修士終了。
京都市美術館学芸課長。『日本の前衛美術』
を研究。池袋モンパルナス関連は『東京の
落書き－長谷川利行と小熊秀雄』『アトリエ
村界隈の作家たち』など。池袋モンパルナ
ス学ワークショップを企画。 

豊島区図書館専門研究員 

水谷　千尋 
（みずたに　ちひろ） 
昭和１２年生。東京大学農学部卒業。昭和
㈱学習研究社教養図書出版室長・編集長
を経て、㈱秀潤社代表取締役社長。退任後、
（社）日経調図書館問題調査プロジェクト（粕
谷研究会）委員就任。平成１７年豊島区立
新中央図書館有識者懇話会提言書別紙提
言『文化創造都市・豊島区と文化空間の
創造』を執筆。 

講　師　伊藤榮洪（いとう　えいこう）氏 
日　程　全５回 第１回 ９月２６日（水） 「雑司が谷霊園」の概観と人物相関 
 第２回 １０月２４日（水） フィールド・ワーク「雑司が谷霊園」 
 第３回 １１月２１日（水） 幕末～明治初期の群像 
 第４回 １１月２８日（水） 明治～大正の群像 
 第５回 ２０年１月２３日（水） 昭和の群像、研究テーマの決定 
 いずれも午前１０時～１２時 
会　場　中央図書館会議室 
費　用　５００円（フィールド・ワーク傷害保険料、資料代）※会場への交通費、フィールド・ワークの交通費等は各自負担です。 
募　集　３０名 

ゼミナールの受講を希望される方は、４ページの申し込み方法をご覧ください。 

地 域 研 究 ゼ ミ ナ ー ル 　 受 講 生 募 集  

豊島区に関係の深いテーマについて、 
図書館の資料を活用し学びながら、 
自分の研究テーマを探す 
ゼミナールを開講します。 
第一弾は「豊島区をめぐる群像」 
　　　　  －雑司が谷霊園に眠る人々を中心にして－ 

　
新
中
央
図
書
館
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
に
落
語
文
化
の
研

究
と
関
連
図
書
・
録
音
資
料
収
集
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

分
野
で
既
に
都
内
２３
区
の
区
立
図
書
館
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、

１
９
０
０
点
を
超
え
る
図
書
・
C
D
が
収
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
冊
数
の
多
さ
を
誇
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
島
区

に
は
落
語
の
歴
史
的
由
縁
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
今
後
こ
の
テ

ー
マ
を
来
館
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
探
究
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

　
来
る
９
月
１１
日
、
小
沢
昭
一
さ
ん
が
「
あ
う
る
す
ぽ
っ

と
」
劇
場
で
開
館
記
念
講
演
を
致
し
ま
す
。
小
沢
さ
ん
の

恩
師
は
、
三
遊
亭
圓
朝
や
寄
席
話
芸
の
研
究
家
、
作
家

正
岡
容
（
い
る
る
）
で
す
。
か
つ
て
大
塚
の
三
業
地
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
１９
年
戦
争
最
中
、
正
岡
は
大
塚
の
寄

席
鈴
本
で
第
一
級
の
噺
家
を
集
め
「
落
語
文
化
向
上
会
」

を
毎
月
開
き
、
寄
席
文
化
の〝
灯
火
〞を
照
ら
し
続
け
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
大
東
文
化
学
院
学
生
が
正
岡
宅
表
札

を
見
て
戸
を
叩
き
弟
子
入
り
し
、
後
に
上
方
落
語
人
間

国
宝
桂
米
朝
と
な
り
ま
す
。
昭
和
２０
年
春
、
大
塚
・
池

袋
一
帯
を
米
軍
B
２９
が
爆
撃
、
正
岡
も
鈴
本
も
焼
け
出

さ 

れ
ま
し
た
。 

　
正
岡
は
、
近
代
落
語
の
祖
、
圓
朝
を
生
涯
敬
愛
し
て

研
究
を
続
け
、
小
説
『
圓
朝
』
を
世
に
出
し
、
弟
子
た

ち
に
、
圓
朝
を
生
涯
探
究
せ
よ
、
と
教
え
込
ん
で
い
ま
し

た
。
小
沢
さ
ん
の
お
話
に
、
圓
朝
や
正
岡
の
思
い
出
が
語

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
も
う
ひ
と
つ
の
因
縁
、
当
区
高
田
、
面
影
橋
近
く
、
真

言
宗
豊
山
派
南
蔵
院
は
、
圓
朝
の
名
作
怪
談
『
乳
房
榎
』

の
舞
台
で
す
。
圓
朝
は
、
な
ぜ
こ
の
お
寺
を
舞
台
に
選
ん

だ
の
か
、
面
影
橋
伝
説
を
含
め
、
こ
の
土
地
に
係
る
歴
史

物
語
も
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。
圓
朝
は
、
幕
末
安

政
年
間
、
二
十
歳
の
頃
、
目
白
の
初
鳥
亭
で
怪
談
噺
を
演

じ
、
大
入
り
に
し
た
と
の
遺
聞
が
あ
り
ま
す
。 

　
昨
秋
、
森
ま
ゆ
み
作
『
圓
朝
ざ
ん
ま
い
』、
今
春
は
辻

原
登
作
『
圓
朝
芝
居
噺
夫
婦
幽
霊
』
が
出
版
、
今
年
８

月
に
は
中
田
秀
夫
監
督
映
画
『
怪
談
』
公
開
と
、
圓
朝

も
の
の
話
題
作
が
目
白
押
し
で
す
。「
圓
朝
は
二
十
代
で
傑

作
を
生
ん
だ
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
よ
う
な
天
才
」
と
中
田
監

督
は
語
っ
て
い
ま
す
。
天
才
は
後
世
の
才
能
に
強
い
創
作
刺

激
を
放
射
し
、
新
し
い
時
代
の
作
品
を
孵
化
さ
せ
ま
す
。 

　
豊
島
区
に
は
多
く
の
噺
家
が
住
ん
で
お
り
、
落
語
文
化

研
究
の
格
好
の
舞
台
で
す
。
皆
さ
ま
と
落
語
の
面
白
さ
奥

深
さ
を
探
究
し
て
い
き
ま
す
。 

　
地
域
と
い
う
「
磁
場
」
の
上
で
、
猥
雑
な
生
活
空
間
と

創
造
意
識
が
衝
突
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
文
化
資
源
は
生

ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

　
作
家
や
、
作
家
を
知
る
人
々
が
語
り
継
ぐ
あ
い
だ
は
、

記
憶
と
し
て
文
化
資
源
は
語
り
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
記
憶
は
正
し
く
当
時
を
語
り
、
さ
ら
に
作
品
の
意
味
を

伝
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　
近
年
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
の
彫
刻
家
の
記
録
を
悉
皆

調
査
し
た
ら
１
０
０
名
を
超
え
る
人
々
が
い
た
。
誰
が
こ
れ

だ
け
の
規
模
を
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
記
憶
だ
け
で
は

全
体
の
人
数
と
作
家
情
報
は
判
明
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
記
録
だ
け
で
は
、
作
家
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
は

難
し
い
。
作
品
を
前
に
し
な
け
れ
ば
、
感
動
は
湧
き
起
こ

ら
な
い
。
作
家
の
生
き
様
を
知
る
こ
と
で
、
作
品
の
理
解

は
助
け
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
記
憶
と
記
録
の
両
者
の
知
が

な
け
れ
ば
、
作
家
と
作
品
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
し
て
作
品
が
無
け
れ
ば
、
作
家
を
感
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。 

　
そ
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
作
家
の
名
前
を
残
す
こ
と
で

は
な
く
、
作
家
が
何
を
し
た
か
、
つ
ま
り
作
家
の
作
品
に

は
、
ど
の
よ
う
な
想
い
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
表
現

が
試
み
ら
れ
た
の
か
を
作
品
を
と
お
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
た
モ
ノ
と
情
報
を
繋
い
だ
「
記
録
と
記
憶
」

を
体
系
化
す
る
こ
と
が
文
化
資
源
活
用
で
あ
る
。「
記
録

と
記
憶
」
の
体
系
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
式
史
で
作
っ
た

近
代
美
術
史
や
官
展
の
美
術
史
、
そ
し
て
ロ
ダ
ニ
ス
ム
で
は

見
え
な
い
、
も
う
一
つ
の
美
術
の
流
れ
を
み
せ
て
く
れ
る
。 

　「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
は
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
様
式

が
な
だ
れ
込
ん
だ
後
の
、
反
官
展
系
と
し
て
在
野
美
術
団

体
が
生
ま
れ
た
後
の
、
ロ
ダ
ニ
ス
ム
後
の
、「
個
と
し
て
の
美

術
」
が
噴
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
美
術
を
教
養
で
欲
し
い
な
ら
、
作
品
集
の
写
真
や
解
説

書
を
学
べ
ば
よ
い
。
作
家
の
作
品
を
実
際
に
み
た
い
な
ら
、

全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
ゆ
か
り
の
美
術
館
を
訪
ね
れ
ば
よ

い
。
し
か
し
「
記
録
と
記
憶
」
の
相
互
浸
透
す
る
知
の
扉

を
開
け
て
、「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
の
地
を
訪
ね
来
て
み

よ
、
作
家
に
触
れ
ん
と
す
る
者
は
。
作
品
に
命
を
与
え
ん

と
す
る
者
は
。 

豊島区図書館専門研究員…図書館における地域の文化情報の発信並びに調査・研究に関する機能を向上させるため、豊島区図書館専門研究員を設置しています。 

豊島区図書館専門研究員による  地域研究ゼミナール開講 に寄せて 



I N F O R M A T I O N  f r o m  L I B R A R Y

午後２時～３時３０分 

「知の蔵を開く」 
－古代アレクサンドリア図書館から豊島区まで－ 

午後６時３０分～８時 

「三遊亭圓朝と正岡容」 

新中央図書館 開館記念講演会へご招待　平成１９年９月１１日（火）　会場「あうるすぽっと」 

印刷博物館館長 

樺山　紘一 氏 

俳優・民衆芸能研究家 

小沢　昭一 氏 

各種申し込み方法 

※申し込み方法は２種類です。 
※ひとつの行事に重複して応募された場合、２枚目以降は無効です。 
※応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 
 
１ 往復はがきに①～⑤を記入し、下記送付先へお送りください。 
　（はがき１枚につき１件の申込みでお願いします。） 
① ご希望の講演名・ゼミナール名 
  「樺山紘一氏講演会」 
  「小沢昭一氏講演会」 
  「地域研究ゼミナール雑司が谷霊園」 
② 郵便番号 
③ 住所 
④ 氏名（ふりがな） 
⑤ 電話番号 
⑥ 申込期限　平成１９年８月２４日（金）消印有効 
　送付先：〒１７０－８４４２　豊島区東池袋４－５－２ライズアリーナビル５階 

　中央図書館　企画調整担当 
 
２ 電子申請でも受け付けます。 
豊島区ホームページアドレス　http://www.city.toshima.tokyo.jp 
申込期限　平成１９年８月２４日（金）中 
 

『 ビ ジ ネ ス な ん で も 相 談 』 を 実 施  

創業をお考えの方や事業継承、経営についての悩みに図書館の資料を活用しながら中小企業診断士が応じます。 

【実施日】　　７月１８日（水）から毎週水曜日と木曜日 
【時　間】　　午後６時３０分～午後９時３０分 
【会　場】　　中央図書館　ビジネス支援コーナー 
相談の申し込みは当日直接会場で受けますが、電話予約も可能です。 
【電話予約】　生活産業課商工政策係　電話　０３－５９９２―７０８９ 

『 創 業 者 支 援 講 座 』 の 受 講 生 募 集  

創業の心構えから会社設立までの実務の学習とケーススタディによるビジネスプランの作成など　＜全６回＞ 

【日　時】　　第１回：９月１６日（日）午前１０時から午後３時 
　　　　　　第２回：９月２２日（土）午前１０時から午後３時 
　　　　　　第３回：９月２３日（日）午前１０時から午後３時 
【会　場】　　中央図書館会議室 
【受講料】　　２,０００円 
【募集人数】　３０名 
【実施主体】　特定非営利活動法人としま創業ネットワーク 
【共　催】　　豊島区文化商工部生活産業課 
【申込み・問合せ】　電話・ファックス・Ｅメールで豊島区文化商工部生活産業課商工政策係へ 

電話：０３－５９９２－７０８９／ＦＡＸ：０３－５９９２－７０８８／Eメールアドレス　A００１４２０５@city.toshima.lg.jp

◆児童・あかちゃんおはなし会　毎週、本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 
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プロフィール 
　昭和１６年生。西洋中世史、西洋文化史を専攻。平成２年東京
大学教授、東京大学名誉教授。国立西洋美術館長を経て、印
刷博物館館長。著書に『西洋学事始』『ヨーロッパの出現』『異
境の発見』『地中海－人と町の肖像』など多数。 

プロフィール 
　昭和４年生。早稲田大学卒業。昭和２６年俳優座公演で初舞台。
しゃぼん玉座主宰。新劇、映画、テレビ、ラジオ、著作活動と幅
広く活躍。ラジオ『小沢昭一の小沢昭一的こころ』は放送３５年目。
著書に『ものがたり・芸能と社会』『老いらくの花』など多数。 

中央図書館／多目的スペース 

 

駒込図書館(駒込地域文化創造館) 

巣鴨図書館／地下会議室 

 

 

上池袋図書館／おはなしのへや 

(※印は地下ホール ) 

 

 

池袋図書館／ワークルーム 

目白図書館／地下区民集会室 

(８月のおはなし会は児童室) 

千早図書館／視聴覚室 

◆特集　" 平和について考えよう "  
 期　間　７月２８日(土 )～８月２３日(木 ) 

期間中各図書館では「平和」をテーマにした書籍を展示します。 
また、上池袋図書館では、８月８日(水 )３時から、映画『トビウオのぼうやはびょうきです』『ヒロシマのうた』
を上映、千早図書館では、８月１５日(水 )３時３０分からおはなし会『戦争を知ろう』を開催します。 

◆千早進歩自由夢  
 教育考「体験的教育論」  
講師 : 小野重典氏 

７月２１日(土) １０時　千早図書館へ直接お越しください。 

★２２日・おはなし会 
　　　　　オープン記念スペシャル   ２時 

★２１日・おはなしのはこえいがかい   ２時３０分 

★２５日・ほんのじかんこうさくかい ３時 
　　　　　“本のふくろをつくろう” 

 

★２５日・さくらんぼえいがかい ３時※ 

 

 

 

★２８日・たんぽぽえいがかい   ２時 

★２５日・めじろこどもシアター ３時 

 

★２５日・ほんとこおはなしかいスペシャル　３時３０分 

★５日・おはなし会   夏休みスペシャル   ２時 

★２６日・夏休みこうさく会   ２時 

★４日・１８日 おはなしのはこ こうさくかい　３時 

★１日・ほんのじかん“スライムをつくろう”３時 

★８日・おはなしかいスペシャル　３時 

★２９日・すがもこどもえいがかい　３時 

★１日・さくらんぼこうさくかい ３時※ 

★８日・さくらんぼえいがかい   ３時※ 

★２２日・おはなしかいスペシャル  ３時※ 

★２９日・さくらんぼえいがかい ３時 

★２５日・たんぽぽえいがかい   ２時 

★１日・めじろこどもシアター   ３時 

 

★１５日・ほんとこおはなしかいスペシャル　３時３０分 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャル　イベント 

幼児・小学生 あかちゃん ７　月 ８　月 

日曜日 ２時 

 

土曜日 ３時 

水曜日 ３時 

 

 

水曜日 ３時 

 

 

 

土曜日 ２時 

水曜日 ３時 

 

水曜日 ３時３０分 

準備中 

 

― 

最終水曜日 １１時 

 

 

最終水曜日 １１時 

 

 

 

― 

第１水曜日 １１時 

 

水曜日 １０時３０分 

※日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

かば やま　　 こう いち 

 

お  ざ  わ　　しょういち 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  

各地域図書館の連絡先 
□駒込図書館　３９４０-５７５１ 
□巣鴨図書館　３９１０-３６０８ 

□上池袋図書館　３９４０-１７７９ 
□池袋図書館　　３９８５-７９８１ 

□目白図書館　３９５０-７１２１ 
□千早図書館　３９５５-８３６１ 

第４回：９月２９日（土）午前１０時から午後５時 
第５回：９月３０日（日）午前１０時から午後５時 
第６回：１０月６日（土）午前１０時から午後５時 

募集２８０名　　講演会の受講をご希望される方は、下記の申し込み方法をご覧ください。 

はがき１枚で２名まで 
（「１名」または「２名」希望と明記してください） 

※ 

昼の部 夜の部 

編

集

後

記 


